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論文内容の要旨
一方向性珪素鋼板は日本の鉄鋼業を代表する高品質・高付加価値の製品であり，現在この開発分野に






一方向性珪素鋼板の鉄損を低くする方法としては， (1) 2 次再結晶粒の配向性を高める， (2)Si 含有量を
増加させて電気抵抗を高めて鉄損を低くする， (3)製品板厚を薄くする， (4)鋼板の純度を上げる，あるい












また Mo添加珪素鋼は熱延板表面近傍の Goss方位集合組織を強化することを発見し， X線透過Kossel
法により熱延板から 2 次再結晶焼鈍工程に至るまで Goss粒の変化を詳細に追跡した。 Goss方位 2 次再
結晶粒の発生源は熱延板表面から板厚方向約1/10程度入った位置から発生し，その後の 2 回の圧延
処理と 3 回の焼鈍処理を経てストラクチャ・メモリーにより継承されることを示した。したがって
Mo添加珪素鋼は熱延時に Goss核発生頻度を高め，ひいては細粒の 2 次再結晶粒を優先生成させるのに
きわめて有利であることの考察を加えると共に， Kessel法による 5 ---20μm程度の微細粒を数多く測定
し，これらの結晶方位粒のカラーマッピングにより Goss方位 2 次再結晶粒の継承機構を解明した。
さらに Mo添加珪素鋼は 2 次再結晶処理前の脱炭・ 1 次再結晶焼鈍時に酸化性と雰囲気温度の制御を
行ない，サブスケール中の Fe 2 Si0 1 /Si0 2 を適正な範囲に調整することによって薄型で均質，しかも密
着性の優れた下地被膜を形成させることが可能であることを示した。このような状況はMoが表面に濃







かった Moの添加により実現した研究を纏めたものである。鉄損を低くする為には， (1) 2 次再結晶粒の





した。また Mo は Goss方位集合組織を強化する事を発見し， X線透過Kossel 法により熱延板から 2 次
再結晶焼鈍工程に至るまでGoss粒の変化を詳細に追跡した。 Goss粒の発生源は板厚の約1/10の深さ
に在り，その後の 2 回の圧延， 3 回の焼鈍を経ても記憶継承される事を示した。この研究は同時に Goss
核発生機構に関する定説を覆した点でも功績が大きい。さらに Mo の添加は脱炭・ 1 次再結晶焼鈍時に
密着性の優れた薄い強固なフォルステライト (Fe 2SiO.) 下地絶縁膜の形成を促す事が示されそれがMo
の表面濃縮による事も明らかになった。
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以上のように，この論文に示された研究内容は Goss方位の起源など基本的な問題を解明すると共に
最高の品質の工業製品を生み出す元となったもので，工学及び、技術への貢献著しく，博士論文として価
値あるものと認める。
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